
算数オンライン塾 10月 19日の問題解説 
 

（１）グラフから、0 秒後の面積が 360cm2 ですから、三角形 AOD が

360cm2 なので、長方形 ABCD の面積が 360×4＝1440cm2 で、1440÷

60＝24cm が CD の長さです。18 秒後に P は B にいるので、60×２＋24

＝144cm を移動しているから、P の秒速は 144÷18＝８cm。 

5 秒後にグラフが 0 になっているので、P と Q の秒速の和は 60÷5＝12cm

だから、Q の秒速は 12—８＝4cm 

(答え) あ 4 

（２）P が D に着くのは 60÷８＝7.５秒後で、このとき、Q は４×7.5＝

30cm 移動しているので、PQ の長さは 60－30＝30cm 

30×12÷２＝180cm2 だから、ここでグラフが変わります。P が C に着く

のは（60＋24）÷８＝10.5 秒後。Q が A に着くのは 60÷4＝15 秒後。 

10.5 秒後に Q は４×10.5＝42cm 移動しているから、三角形 QDO は 42

×12÷２＝252cm２。三角形 COD の面積は 360cm2 なので、合計 

612cm２がア。 

イは、720cm２で、ちょうど長方形を 2 等分しているので、AQ＝PC ですか

ら、【1】秒後に PC＝【8】－84＝60－【4】＝AQ で、【12】＝144 から

【1】＝12 秒後。 
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（３）グラフから見て、2 回目の 180cm２が 7.5 秒後。アが 612cm2 でここ

が 10.5 秒後なので、3 秒で 612－180＝432cm2 増えているから、１秒あ

たり 144cm2 増えるので、（500－180）÷144＝
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18 秒の前にグラフが変わるのは、Q が A に着く時（15 秒後）で、P は８×

15＝120cm 移動しているから、C から 120－84＝36cm のところにいる

ので、面積は 360＋（60－36）×12÷２＝504cm2 

あと 4cm２減ればよいので、 

1 秒間に４×30÷２＋8×12÷２＝60＋48＝108cm2 減るから 
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